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Ⅲ 環境保全等の効果 

 
（要旨） 

〇 令和３年度の本交付金の取組による温室効果ガス削減量は、実施面積から 

全体として 15 万 tCO2/年を超える温室効果ガスが削減されている。 

 

１. 地球温暖化防止効果（C1） 

 
（１）取組の地球温暖化防止効果 

  本交付金の各取組における、期待される地球温暖化防止効果は下表（表３－１）

のとおり。 

 

表３－1 各取組の地球温暖化防止効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：地域特認取組は令和３年度時点  

※２：都道府県によっては、対象作物に関して独自の要件を設定している場合がある  

※３：令和３年度より支援している取組のため第１期には評価対象外 
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（２）調査概要 

地球温暖化防止効果の評価は、第１期においては国立研究開発法人 農業・食品

産業技術総合研究機構（以下「農研機構」という。)の「土壌の CO2 吸収「見える

化」サイト」や専門家の意見を踏まえて設定した計算式を用いて定量評価した。 

第２期では、評価手法をインベントリの算定手法とより整合させることにより、

本交付金の支援対象取組による政府報告値への貢献の定量化を図った。 

具体的には、令和４年度に「地球温暖化防止効果調査」を実施し、789件の取組農

業者の営農実態を取組別に調査し、以下（表３－２）の手法により地球温暖化防止効

果を算定した。 

なお、「秋耕」の評価手法については、農林水産省において新たな手法・知見が整

理される予定となっており、最終評価において評価手法を変更する場合がある。 

 

 

表３－２ 各取組の地球温暖化防止効果測定手法の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


